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は じ め に
2007年からわが国の観光政策は新たな時代に
突入した｡ 観光立国が主要政策のひとつにあげら
れ, 1963年以来の ｢観光基本法｣ を全面改訂,
新たに制定した ｢観光立国推進基本法｣ が 2007
年 1月 1日より施行されるようになったのである｡
背景にはわが国の国内事情のみならず, 国際化,
























































national Union of Official Travel Organization
＝IUOTO) のレポートで, 1973年のことといわ
れている｡ これは, ドイツ, イタリアの社会保険
適用による温泉保養地における温泉利用状況につ
いてまとめたもので, 同レポートではヘルスツー






























































行政も, 健康づくり (厚生省), 体力づくり (文






















































書』 は, ここ数年 21世紀の基幹産業への期待が
大きい観光分野について力を入れており, 2004
年版では ｢新たな旅｣, 2005年版では ｢新しいツー
リズム｣ の例をそれぞれ 20項目ずつあげてアン





① ｢同じ場所に 2泊以上する旅｣ (76.3％)
② ｢家族で楽しむテーマのある旅｣ (75.2％)










































と 28件がヒットした｡ 最も古いものは 2003年 3
月 (『立教観光学研究紀要』) である｡ 2004年に
は NTTデータ経営研究所 『経営研レポート』 が
総合的ヘルスツーリズム論 ｢注目をあびるヘルス
ツーリズム｣ を掲載しているが, 検索論文には鳥















































また 『観光・旅行用語辞典』 (北川宗忠編, ミ
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医学的な根拠に基づく健康回復や維持, 増進につ
ながる観光のことである温泉療法, 森林療法,










入れ体制や流通 (商品化, 販売) などに課題を残
していると指摘される｡ また, 近年では, 開発の
観点として, 単に旅行中の健康効果 (医学的, 生
理学的, 心理学的等) に着目するのではなく, 旅
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方, また老人・成人から子どもまですべての人々
に対し, 科学的根拠に基づく健康増進・維持・回


































『平成 19年版観光白書』 は 19年度の観光施策
の中でニューツーリズムの創出・流通の促進を掲









進事業｣ を展開し, 対象分野として産業観光, エ
コツーリズム, グリーンツーリズム, ヘルスツー
リズム, ロングステイ, 文化観光の 6分野を例示
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